
Ⅰ 地域公共交通の現状把握・課題の整理

１．関連する法令・計画等の整理

・交通政策基本法
・地域公共交通活性化再生法 等

・第２次霧島市総合計画（後期基本計画）【策定中】
・霧島市都市計画マスタープラン
・霧島市立地適正化計画【策定中】
・霧島市公共施設管理計画 等

本計画の位置付けの整理

市の交通施策の位置付けの明確化

２．霧島市の地域公共交通に関する現状・課題等の整理

【現行計画に基づく取組の評価】
・霧島市地域公共交通計画（2020.3）の総括

【各交通モードの利用実績等の把握】
①ふれあいバス、②デマンド交通、③市街
地循環バス、④はやと循環ワゴン、⑤妙見
路線バス、⑥霧島連山周遊バス、⑦民間路
線バス、⑧自家用有償旅客運送、JR

３．公共交通機関利用者アンケートや意見交換会の開催

①公共交通利用者満足度
②運行車両小型化に関する意向
③地域公共交通への見直しニーズ
④運賃値上げに関する意向

４．利用実績やODデータの活用 ５．先端技術による運行に関する先進地視察等

①ふれあいバス、市街地循環バスの
客観的データ
②バスロケーションシステムによる
ODデータ

霧島市地域公共交通計画策定のながれ

Ⅱ 霧島市地域公共交通計画の策定に関する基本方針及び骨子の策定

Ⅳ 霧島市地域公共交通計画の策定

第２回
交通会議
（8/1書面）

パブリックコメント（２月上旬～２月下旬）

バス路線部会

【コロナ禍、災害等による影響】
・コロナ禍による各交通モード利用者数の減
・令和２年７月豪雨による肥薩線の被災
・ウクライナ情勢等に伴う燃料費の高騰

・交通事業者の危機的経営状況・運転手不足
・地域間幹線系統の廃止
・市の財政負担の増大

減便により利用者離れが加速し、それに伴
い更なる廃止や減便に繋がるといった「負
のスパイラル」

①公民館長等との意見交換会
②地域まちづくり団体との意見交換会
③総合支所職員で構成するワーキング会議
④バス利用者へのヒアリングの実施

①交通事業者以外との勉強会の開催
②AIを活用したオンデマンドバスに関する
先進地視察

意見反映

意見反映

第３回
交通会議
（12/20）

＜本日の会議＞
計画（素案）の概要を説明し、委員の意見等を聴取

Ⅲ 霧島市地域公共交通計画（素案）の策定

＜今後のながれ＞
事務局にて現素案の修正等を行った後、１月中旬に最終素案を委員に送付。

第４回
交通会議
（３月）

意見反映
（書面）

承認


